
ミ（1◎広報かかマとNo324　田．7．10

戦
没
者
蓼
ぴ

戦
没
者
の
奏
母
簸
曙
対
縢

特
別
給
付
霧
藁
給
さ
れ
ま
す

　
第
四
回
特
別
給
付
金
（
国
庫
債

券
い
号
六
十
万
円
）
の
受
領
を
完

了
さ
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
対
し

新
た
に
百
二
十
万
円
（
国
庫
債
券

十
年
間
）
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
第
七
回
特
別
給
付
金
（
国
庫
債

券
い
号
六
十
万
円
）
の
受
領
を
完

了
し
た
戦
没
者
等
の
父
母
に
対
し
、

新
た
に
六
十
万
円
（
国
庫
債
券
、

五
年
間
）
の
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
特
別
給
付
金
請
求
書
を
昭
和

六
十
一
年
五
月
三
日
ま
で
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
福
祉
課

ま
た
は
、
県
民
生
部
援
護
課

（
費
。
一
…
⊥
〒
五
五
二
㊥
一
一
＝
八
三
）

裡
薩
、
綴
雛
畷
、
を

国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ

ム
放
流
や
余
水
路
か
ら
の
放
流
の

際
、
警
報
用
サ
イ
レ
ン
、
ズ
ピ
ー
カ

ー
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
次
の
場
合
は
特
に
増
水
が
早
い

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で

　
河
川
が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放

　
流
す
る
と
き
。

二
、
発
電
所
の
設
備
が
故
障
七
、

　
調
整
池
の
余
水
路
か
ら
放
流
す

　
る
と
き
。

　
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
川
遊
び
は

非
常
に
危
険
で
す
。
危
険
な
遊
び

を
見
か
け
た
ら
一
声
か
け
て
、

子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
防
ぎ
ま

し
よ
う
。

行
聡
吉
精
藝
㊦
審
慧
開
設

　
新
潟
行
政
監
察
局
で
は
、
七
月

一
日
か
ら
、
県
民
向
け
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
行
政
苦
情
一
一
〇
番
」

を
開
設
し
ま
す
。

★
受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
土
曜
日
　
午
前
八
時
半
～
午
後

　
○
時
半

　
〔
魯
O
孟
〒
一
西
⊥
一
〇
〇
〕
ま
で

　
中
里
村
の
行
政
相
談
員
に
は
、

山
田
正
平
（
費
二
Q
三
六
）
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に

も
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
灘
明
灘
懲
鰹
ま
う

　
毎
年
、
七
月
は
”
社
会
を
明
る

く
す
る
月
間
”
で
す
。
年
々
、
非

行
の
低
年
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
も
覚
せ
い

剤
が
入
り
こ
ん
で
い
ま
す
。
将
来

の
あ
る
青
少
年
を
皆
の
力
で
非
行

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

検

を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の

犯
罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察

官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
の
は
、
ふ
に
お
ち
な
い
」
。

　
「
選
挙
違
反
や
汚
職
等
で
大
き

な
疑
問
が
も
た
れ
た
事
件
な
の
に
、

告
発
し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
の
は
納
得
で
き
な
い
」
。

　
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。

審
査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
審
査
員
が
、
民
間
人
を
代
表
し
、

住
民
と
し
て
の
健
全
な
良
識
に
従

っ
て
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
・

調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
民
主
的
な

国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費

用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
長
岡
検
察
審
査
会
（
費
〇
二

五
八
－
三
五
－
二
一
四
一
）

懸
騰翼

　
警
察
で
は
八
月
一
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
「
行

方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

★
常
設
相
談
所
　
　
（
平
日
午
前
九

　
時
～
午
後
五
時
、

　
土
曜
日
、
午
前

　
九
時
～
午
後
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ワ

　
時
三
十
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
県
警
察
本
部
鑑

　
識
課
（
a
2
五
〒

　
二
八
－
ニ
コ
コ
）

★
巡
回
相
談
所

　
八
月
四
日
　
長

　
岡
警
察
署
（
費
。

　
二
五
八
ー
三
二
－
二
＝
二
）

　
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
、
十
日
町

警
察
署
田
沢
駐
在

所
（
一
三
六
八
）
ま
で

義
鋤
響
嚢

　
財
団
法
人
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
、
老
人
福

祉
論
文
を
募
集
し
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
、
老
人
福
祉
に
関
係
を

有
す
る
人
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
福
祉
課

福
祉
係
ま
で

ご
協
力
慧
　
．

　
　
　
　
　
　
　
羅

歪
顧
耀
難
響
動

　
七
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
は
、
　
「
不
正
大
麻

撲
滅
運
動
実
施
期
間
」
で
す
。

　
不
正
栽
培
大
麻
、
け
し
、
ま
た

は
、
自
生
し
て
い
る
大
麻
、
け
し

を
発
見
し
ま
し
た
ら
、
十
日
町
保

健
所
（
費
〇
二
五
七
五
ー
二
－
二

四
〇
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

趣
鎚

　
　
　
　
漉

寝
が
元
す
ま
う

　
　
　
　
　
　
、

ハ
巧
き
キ
し
な
考
マ

姫
惨
t
壇
影

　
曾

・
一
ら
．

払
．
こ
わ
る
い

な
ん
三
2

　
　
　
￥
り

あ
り
喜
b

お
ん
も
身
マ
キ
、
｛

歩
い
て
ゐ
じ
炉
な
い
の

さ
　
　
へ
．

　
　
戸
③

　
　
）

見
て
ご
ら
ん

甲

　
　
￥

　
　
　
　
　
Q

▼
八
月
五
日
㈹
午
前
八
時
～
午
後

十
二
時
　
重
地
、
下
山
、
田
代
、

倉
俣
の
一
部

▼
八
月
十
日
㈱
午
前
九
時
～
午
後

一
時
　
葎
沢
、
小
出

　
　
◇
編
集
後
記
◇

　
今
回
は
、
総
合
開
発
計
画
の
特

集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
豊
か
で

住
み
や
す
い
村
を
作
る
た
め
に
は

村
民
の
英
知
を
結
集
し
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

　
四
～
五
ぺ
ー
ジ
に
紹
介
し
た
村

づ
く
り
の
事
例
を
は
じ
め
と
し
、

各
地
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
，

　
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
進
め
、

村
の
将
来
を
企
画
し
ま
し
ょ
う
。

お1丑さんおばあちやん　ト
　　おみのがしなくノ　駕
　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　・
■母親学級

　7月15日／上村病院／12：30～13：00／妊娠中の保健

■妊婦検診

　7月15日／上村病院／13＝30～14：00

■レントゲン撮影

　7月27日／保健センター前／9＝30～11：30／上山

　　〃　　　　　〃　　　／13：00～15＝OO／田中・山崎

　7月28日／広田孝好宅前／9：30～10：00／小原・桂

　　〃　　／干溝集落開発センター／10：40～11：40／干溝

　　〃　／荒屋神社前／13：00～14＝OO／荒屋

　　〃　／芋沢お堂前／14：20～15：00／芋沢

　7月29日／市之越集会所／9：30～10：10／市之越・鷹切

　　〃　／東田沢神社前／10：30～11：10／東田沢・豊里

　　”／田沢公民館前／13：00～15：00／田沢・如来寺

■子宮ガン検診

　7月1日～7月29日
　個人通知してありますが、検診日を忘れて受けなかった

　入や、申し込まなかったが受けたい場合は、保健センタ

　ー（3152）まで連絡をして受診してください。

、
轍

γ

贈

私たちの村の、
　　（）内は前月比
目人　口7，103（十8）
　　男3，526（十7）
　　女3，577（＋1）

■世帯数1，647（±0）

、

「
、
　

《主な内、容》
　　　　　　表　　紙…ゲートポール親善試合（田沢本
　　　　　　　　　　　村）　　舞

　　　　2～3ぺ一ジ・鵜合開発計画箋定へ
　　　　4～5ページ…統計で見る村の推移

慧三lr鞭翻
繍畦ペニニ藻せ潔に ’
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丑
ロ

総
合
開
発
計
画
策
定
へ

阿寺からのながめ

　
村
で
は
、
今
年
度
村
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
総
合

開
発
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。
総
合
開
発
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
村
民
の
意
見
を
い
か
に
計
画
の
中
に
取
り
入
れ

る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
村
の
将
来
計
画
な
ど
は

”
行
政
が
考
え
る
こ
と
”
と
言
わ
ず
に
、
あ
な
た
の
秀
れ

た
意
見
を
計
画
の
中
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
総

合
開
発
計
画
策
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
あ
る
長
期
構
想
は
、
昭
和

四
十
六
年
九
月
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
基
本
構
想
を
受
け

た
基
本
計
画
は
、
各
分
野
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
策
定
後
十
三
年
を
経

過
し
た
現
在
、
日
本
の
経
済
も
高

度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
と
転
換

し
、
総
合
開
発
計
画
を
見
直
す
必

要
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
経
済
成
長
と
と
も
に
住
民
生
活

が
向
上
し
、
住
民
の
行
政
に
対
す

る
要
望
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
必
要
性

　
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
に

対
応
し
た
、
豊
か
で
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

将
来
あ
る
べ
き
村
の
姿
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
標
の

な
い
ま
ま
行
政
を
進
め
て
い
け
ば

長
期
展
望
に
立
っ
た
施
策
が
で
き

ず
場
あ
た
り
的
な
対
応
に
な
り
が

ち
で
す
。

　
今
日
の
よ
う
な
、
多
様
化
し
た

村
民
の
要
望
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
新
し
い
時
代
に
合
っ
た

体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
村
政
に
求
め
ら

れ
る
も
の
は
、
問
題
が
起
き
て
か

ら
手
当
を
す
る
と
い
っ
た
対
症
療

法
的
な
追
い
か
け
型
の
行
政
か
ら

将
来
を
展
望
し
た
先
行
的
な
行
政

へ
の
転
換
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
国
、
地
方
と
も

深
刻
な
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
て
い

策定組織図

開
発
課
企
画
開
発
係

加参員職

会聴広

O
O
専
門
部
会

発
会
開
事
合
幹
総
定
村
策
里
画
中
計

O
O
専
門
部
会

議庁

O
O
専
門
部
会

長村会議審

O
O
専
門
部
会

○
○
専
門
部
会

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
利

用
す
る
た
め
に
は
、
村
民
と
行
政

と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
一

体
と
な
っ
た
計
画
を
つ
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

三
つ
の
計
画
で
構
成

　
総
合
開
発
計
画
は
、
長
期
展
望

に
立
っ
た
「
基
本
構
想
」
。
中
期
計

画
と
し
て
の
「
基
本
計
画
」
。
短
期

計
画
と
し
て
の
「
実
施
計
画
」
で

構
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
言
聖
こ
ろ
を
目
標
）

　
村
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
経
路
を
展
望
し
た
も
の

で
基
本
計
画
と
実
施
計
画
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

基
本
計
画

　
基
本
構
想
で
定
め
た
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
を
、
村
の
現
実
の
条
件

と
考
え
合
せ
て
よ
り
具
体
的
な
施

策
計
画
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

実
施
計
画

　
基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策

の
大
網
を
現
実
の
村
行
政
の
中
に

お
い
デ
＼
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
く
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
計
画
で
す
。
施
策
の
大
網
を
具

体
化
し
、
詳
細
事
項
に
つ
い
て
補

足
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

毎
年
度
の
予
算
編
成
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。
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中
里
村
を
豊
か
で
住
み
や
す
い

村
に
す
る
た
め
に
は
、
村
民
生
活

の
安
定
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
を
活
用
し
た
、
農
林
業
の
振
興

は
も
と
よ
り
、
地
場
産
業
の
開
発

や
企
業
誘
致
等
、
多
方
面
か
ら
の

村
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
だ
れ
も
が
誇
れ
る
自
然
と
調
和

の
と
れ
た
環
境
の
村
づ
く
り
を
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
基
盤
を

　
住
み
や
す
い
村
を
建
設
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
土
地

利
用
、
水
利
用
、
雪
の
克
服
を
は

じ
め
と
す
る
基
礎
条
件
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
た

　
　
　
　
　
　
　
ん

　
を
　
　
　
　
　
　
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
な
か

　
力
　
　
　
　
　
く
生

　
　
に
　
　
彦
　
描
を

　
発
　
中
一
擬
赫

　
開
　
　
　
　
　
来
巣

　
光
　
　
楽
将
ノ

　
観
　
宮
吉
榊
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
充
実
を

　
住
民
生
活
の
最
も
基
本
的
な
要

件
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送

る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
に

立
っ
て
住
民
の
健
康
増
進
と
福
祉

の
充
実
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。諸

産
業
の
育
成
を

　
住
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め

に
は
、
産
業
基
盤
を
安
定
成
長
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
村
内
の
諸
産
業
の
育

成
、
開
発
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

きる村つ“くりをしていかなければならない。　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜、

　　」■』　特産品で収入の場を1

行
財
政
の
見
直
し
を

　
年
々
、
行
政
事
務
も
複
雑
か
つ

多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
務
を
見
直
す
と
と
も
に
、

財
政
の
効
率
運
用
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　
村
づ
く
り
の
原
点
は
人
づ
く
り

と
い
う
観
点
に
立
っ
て
青
少
年
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
教
育
の
充

実
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
総
合
開
発
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
単
に
役
場
職
員
が
机
上
で
作

成
し
た
の
で
は
生
き
た
総
合
開
発

計
画
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
村
の
将
来
計
画
は
、
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
の
合
意
で
作
ら

な
け
れ
ば
、
実
行
の
伴
わ
な
い
計

画
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
太
陽
の
サ
ン
サ
ン
と
輝
く
、
緑

豊
か
な
村
。
次
の
世
代
が
喜
こ

ん
で
住
め
る
よ
う
な
村
に
す
る
こ

と
が
今
の
私
た
ち
の
責
任
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

　
　
　
　
生
機
　
、
変
年

　
　
　
　
在
　
、
　
。
生
6
0
ら

　
　
　
　
　
ま
し
な
昭
俣
、
設

　
　
　
　
　
、
ま
く
と
倉
開
山

　
　
ん
　
し
き
な
す
、
を
た

　
　
さ
漣
て
融
簾
齢
し

　
ヨ
蜘
絶
余
考
を
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
水
ヵ
は
を
ン
な
を

俣
リ
活
裕
に
村
プ
ら
菜

　
　
　
　
戯
余
的
の
一
連
山

　
原
の
に
済
ら
オ
に
や

　
　
　
　
み
力
経
か
の
ー
菜

倉
桑
　
な
働
、
れ
地
尻
野

　
　
　
　
会
労
面
こ
基
田
の

　
　
　
　
都
し
反
　
。
養
西
村

　
　
　
　
も
化
の
す
保
（
里

　
　
　
　
活
械
そ
で
金
線
中

　
　
　
　
常
も
し
大
南
鵬
よ

　
　
　
　
日
業
か
が
津
道
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
、
農
し
活
年
国
更

　
　
　
　
現
た
た
り
和
か
」

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
は
、
単

に
行
政
に
依
存
し
て
ば
か
り
い
て

は
良
い
村
づ
く
り
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
村
民
の
気
持
ち
の
統

　
一
を
図
り
、
村
民
の
英
知
を
結
集

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
観
点
に
立

っ
て
、
総
合
開
発
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
広
く
村
民
か
ら
意
見
を
拝
借

す
る
た
め
に
、
下
記
の
通
り
広
聴

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

　
ダ
　
　
　
、

売
ノ
、
、

て
　
’
　
を
　
　
　
ん

し
　
　
　
　
画
　
　
　
さ

巌
　
　
謝
　
穂

備
　
　
あ
　
茂

　
　
　
　
　
の

村

里
σ
　
性
　
　
本

中
か
　
　
行

に
う
　
　
実
　
　
桂
山

客
よ
光
し
観
で
　
が
朕
か
作
い

ヰ」

　
、
り

所
た
工
し
加
出
菜
り

広聴会日程
日 時　　間 会会　　　場 対　　象　　集　　落

％ 午前9：00～11：00
倉俣

生活改善センター
芋川　倉俣　原町、新里、重
地ヤ山、清田山田代

％ 午後2：00～4：00 角問管理センター
東田尻　西田尻、西方　角間
葎沢ント出倉下土奢

％ 午前9：00～11：00 高道山小学校
高道山　朴木沢　朴木沢新田
白羽毛’程島、希之越　鷹羽

％ 午後
2100～4：00

総合センター
芋沢、田沢、如来寺、東田沢
豊里、桂、上山

％ 午前9100～11：00 〃
小原　荒屋　干溝　田中、山
崎　通り山’芋川薪田桔梗原

％ 午後2：00～4：00
多目的
研修センター

新屋敷、本屋敷、堀ノ内、宮中

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
国
道
三
五
三
号
線
の
改
良
促
進

と
と
も
に
、
わ
が
中
里
村
も
高
速

交
通
時
代
の
影
響
を
受
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
を

認
識
し
、
明
日
の
村
づ
く
り
に
あ

な
た
の
意
見
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

観光開発である。自然の景観にプラスして、総合

スポーツ施設や総合レジャー施設をつくり、子ど

もからお年よりまで楽しめるようにする。

　更に市之越周辺をスキー場にし、オールシーズ

ン観光客を呼べるような観光地にしたい。このた

めには、地域住民が一体となって、若者が定着で

　農業の振興をなくして中里村の発展はありえま

せん。これからの農業を考えますと、水稲1辺倒

では、無理な状況です。当然畑作にウエートを置

いた農業政策が必要です。この土地の気候、風土

に適した作物を選定し、行政、農協、農業者が1

体となって栽培技術の確立と施設づくりを行って

いく必要があります。高冷地野菜栽培や花卉栽培

などに積極的に行政が援助をし、産地形成のため

の実行性の伴う計画策定を望みます。

ご
意
見
拝
聴

宮騨蝋齢聯麟糀騨隙献心　貸慰翼愚

商
店
街
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輯
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尉
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
長

　
私
は
、
中
里
村
が
発
展
し
て
い

く
た
め
に
次
の
二
つ
の
提
案
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
交
通
網
の
発
達
に
対
処
で
き

　
る
商
店
街
の
整
備
。

　
中
里
村
を
取
り
巻
く
交
通
網
の

整
備
は
近
年
著
し
く
、
近
い
将
来

国
道
一
一
七
号
線
も
改
良
整
備
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
交
通
網
が

整
備
改
良
さ
れ
る
こ
と
は
、
他
地

域
か
ら
の
消
費
人
口
の
流
入
ば
か

り
で
な
く
、
当
地
域
か
ら
の
消
費

人
口
の
流
出
を
も
容
易
に
し
ま
す
。

消
費
人
口
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

歩
道
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
駐
車
場
等

の
施
設
を
完
備
し
た
魅
力
あ
る
商

店
街
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

二
、
特
産
晶
の
開
発

　
過
疎
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
L

場
誘
致
等
の
産
業
の
振
興
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
産
品
の
振

興
に
カ
を
注
ぎ
、
こ
れ
を
新
地
場

産
裳
と
し
て
育
成
す
れ
ば
、
出
稼

に
出
る
人
た
ち
や
若
者
も
村
に
定

着
し
、
活
気
あ
る
村
づ
く
り
が
て

、
㌦
る
と
思
い
糞
む
、
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口〉〈人9’863論

南保育所にて

　
毎
日
の
よ
う
に
過
疎
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

す
。
全
国
市
町
村
数
の
三
五
・
四
％
が
過
疎
地
域
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

過
疎
を
は
ね
か
え
そ
う
と
行
政
と
住
民
と
が
一
体

と
な
っ
て
村
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
わ
が
中

里
村
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
に
過
疎
地
域

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
年
当
時
、

一
万
人
近
か
っ
た
人
口
も
七
千
人
と
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
国
勢
調
査
、
農
業
セ
ン
サ
ス
、

商
業
、
工
業
統
計
の
数
字
を
も
と
に
村
の
変
化
を

と
ら
え
て
み
ま
し
た
。
今
年
は
、
総
合
開
発
計
画

策
定
の
年
で
す
、
み
ん
な
で
村
の
将
来
を
真
剣
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

8，341人

　　　7，558人
　　　　　　　7、127人7，057人

人
　
　
人
　
　
人

㎜
　
㎜
　
㎜

9
　
　
　
8
　
　
　
7

　1　　30年　　35年　40年　　45年　　50年　　55年

卿30年噸年にか‘ナ⑳急灘舶流醜、翻約、
2，◎0◎人、人口が減鱗ました。しかし、ぞめ急激馨麹ロ流爵

も昭和45年以降緩和し、｝現雀では甑1まぽ平行槍を描“《

います。

〈自然・社会動態〉　　　493人
転出者へ、

408人

セマ◎’

　　　280人　　　　　　　　　　284人
転入者●、　　　　　　　　　　　　　　260人
　　　　、、、、、　212人　　　229人
　　　　　　　、、　　　　＿＿一一一一〇、　　　　　　　　q『●一。　　　　　　　、、、
　　　　　　　　　　　　　　　、＼　　166人
　　　122人　　　　　　　　　　　　　　　、、

蛙員＝準。翠＿＿肇6人
　　　91人、訂一一萩”一『愉人

〈産業別就業者割合〉

　　　第1次　　　　 第2次第3次

　　　　　　　　一一一講
雛
講
薦

織
霧
灘

佛
鍵
葦

論灘
灘

ー
ミ
き
麗

縫
灘
鑓

灘
魍
護
講塒

　
僻
　
鵬

0％　　　　　　　　　　50％　　　　　　　　　　100％

　昭和35年当時、総就業者数の70．7％を第1次産業矯蔚

めていましたが、昭和55年では41．5％（41．3％減》に澱，

少しています。その反面、第2次、鑑3次産業が約13G％

～150％増加しています。

120件

人
　
人
　
人
　
人
　
人

枷
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜

〈商業の推移〉
109件

ユ∠u下十

106件 107件
100件 90件

300人

商店数倉

267人　　一一
　　　一　　一

　288人
一一ぞ一爾一一一””→

295人

　　　　　　234人　　一一一一4－
211△．一一一一一’一『
　●一
200人　従業員数倉

（
商 ゴoo人
店 従集
数
）
員
整

39年 43年 47年 51年 54年

　腫　　　　　40年　　　　45年　　　　50年　　　　55年

昭秘0年姶出生願鴻％群薄し、・昭秘5年で襯．08％
畢こ減少しています。港碗馨欝懇死亡串絃．昭和纏毒嬉
べ¢．捻％減少して㌧蟻拳．提って禽然勤態率がO．2％灘少

していま愛。

雇39年　　　　43年　　　　47年　　　　51年　　　　54年

　商店数は、昭和39年～55年までに30件増加し、120件と

なっています。商品販売額は、昭和39年当時3，660万でし

たが、昭和55年そは、2億1，926万（49．9％増）に増えて

います。

3。000人 3，143人 〈年代別人口〉
S35年⇒

2，000人

1，000人

S55年⇒●一＿
　　　　　　　、　　　1，444人

　L8認人1、7図人
　　　　　　　　　　1，628人　　　　　　　　　　’冷＿唱＿とF473人
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　『●
　　　　　　　　’　　　　　　　’、つ・一一9一一一r●！
　　　　　　　　　　1，407人
1、255人　　1，257人

1，019人

0～14歳 15～29歳30～必寂45～59歳 60歳～

　　〈事業所数の推移〉　　　　　　　　387

　　　　　　　　　　316　325　335
　　282
－2，　　　　　　244　　　　　　　　　　　　　　　　1、873人

　人1，590人1，534人！”4　　　倉事業所数　1，353人、．一’←軸｝”マ〆

　1、106人　　　　　　　’8一
，1，000ひ一一、、、220ム／’

　　　　　　つ徒人　含従業員数

蒼

　墨　　　　　　0～14歳　　　15～29歳　　30～44歳　　45～59歳　　　60歳～

麟灘難雛鎌轍綴羅蓼
灘議塞欝鵜轡饗騨1難

広鞭噸Nα324　田．7．10（5）

　400－

　300剛

　200－

　1喰
　　事
　　業

＿所
1。　38年　　　41年　　　44年　　　47年　　　50年　　　53年

　事業所数と従業者数は、グラフのようにほぼ平行に推

移しています。1事業所の平均従業貝数は、4人から5人
に増加しています。事業所数も従業員数も、年々わずか

ながら増加傾向を示しています。

250戸 236戸
〈農家数・専業農家数〉 888B

8B88B

200戸

1，3轟

1，2酵。

1，000戸

　1，270戸　1、229戸
…“’tr～…一ほ遡氏』緊2戸
　　157F　　含農家数

田田田

獲
田
㊥

8B8田
田8田

100戸
　　（

金　　　　93戸
専業農家数 74戸 77戸

田8田

畿専
業
農

（
農
家

田田田
eB㊥田

家
）
数
） 田田8
35年 40年　　　45年 50年 55年　35年　　　　40年　　　45年　　　　50年　　　　55年

　昭和35年当時、236戸あった専業農家が、昭和55年には

77戸と67．4％減少しています。総農家数は、昭和35年が

1，283戸、昭和55年が1，142戸と、141戸（10．9％減）減少

しています。

17億

4．69

〈農業生産額の推移〉

12．21

16．74

10億

17．34

5億
7．48　　　7．27

40年 43年　　　46年 49年 52年 55年　40年　　　43年　　　46年　　　49年　　　52年　　　55年

　昭租40年当時、7億7千万円の農業生産額も年々伸ぴ
昭和55年では、16億7，400万円（77．7％増）となっ．ていま

す。中でも、野菜は急激な伸びを示しています。また、

花卉や種苗類も着実に伸びています。

11。8
ノ○、〈米・野菜生産額の推移〉

　
　
2
5

田
1i億 　　く木●野果王麗頽σ」循移23億

8．20
　／4

　　　　ノ○、
　　　1　　　　　、
　　！　　　＼、　2．
　　’　　　　　　　　　　　　　　、
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　プ，6ρ，
’

、
9

2億 ノ

．／篭米
4．63　　ノ

／4．（濟
／

5億 ，尋一一一＿＿＿●ノ

　　　　’1億　，／
　　’　σ3．10

0．85 1．29

（ 含
（
野　0．29 0．68 野菜

米 菜　　　　　0．54
） ）

40年　　　43年 46年　　　49年 52年 55　40年　　　43年　　　46年　　　49年　　　，52年　　　55年

　米の生産額は、米の生産調整の影響で、昭和53年から

減少の一途をたどっています。孝の出荷数は、昭和54年

以降減少してげましたが、昭和57年の実績では、43，235

俵となり前年を2，279俵車回っています。

7
イ
ケ
ィ
7

　
　
　
　
制
づ
《
り
紹
介

●

●

●

〔］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

調
聯
叢
聡
難
て
ハ
ワ
イ
に
行
言

　
　
　
　
　
　
九
脹
盤
濫
繋
藤
箭

　
　
大
山
町
で
は
、
過
疎
に
歯
止
め
を
か
け
、
村
民

　
が
”
食
え
る
”
村
を
目
指
し
て
、
昭
和
三
十
六
年

　
か
ら
積
極
的
な
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

　
の
時
点
で
狭
い
山
間
地
で
の
稲
作
に
見
切
り
を
つ

　
け
、
村
予
算
の
三
分
の
一
を
三
年
間
注
ぎ
こ
み
、

　
ウ
メ
三
万
六
千
本
、
タ
リ
八
万
八
千
本
を
町
内
の

　
至
る
所
に
植
え
ま
し
た
。

　
　
そ
の
後
、
更
に
収
益
性
の
高
い
ス
モ
モ
、
ブ
ド

　
ウ
、
ユ
ズ
な
ど
の
栽
培
も
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　
そ
の
努
力
が
実
っ
て
、
十
ア
ー
ル
当
り
の
収
益

　
が
米
の
十
二
万
円
に
対
し
て
、
ウ
メ
五
十
万
円
、

　
タ
リ
十
三
万
円
、
ス
モ
モ
、
ユ
ズ
八
十
万
円
、
ブ

　
ド
ウ
五
十
万
円
と
い
う
高
収
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
積
極
的
な
対
応
に
よ
り
、
昭
和
五
十

　
四
年
以
降
、
除
々
に
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

・
菱
灘
饗
｝
ラ
ン
三
棄
屋

　
　
　
　
　
　
　
．
蕪
灘
瀞
勘

　
　
押
し
寄
せ
て
く
る
都
市
化
の
波
に
抵
抗
し
て
、

　
三
春
町
の
自
主
性
を
と
り
戻
そ
う
と
、
自
営
業
者

　
の
二
代
目
、
商
店
主
、
農
業
後
継
者
と
い
っ
た
若

　
者
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
、
他
地

　
域
の
事
例
を
訪
ね
、
各
種
の
講
演
会
に
出
席
し
つ

　
つ
、
論
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動

　
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
が
有
機
農
業
レ
ス
ト
ラ
ン

　
「
三
春
茶
屋
」
で
す
。
有
機
農
法
に
よ
る
農
産
物

　
を
地
元
の
農
協
か
ら
仕
入
れ
る
と
い
っ
た
方
式
を

　
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
七
十
六
年
の
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
レ
ス
ト

　
ラ
ン
は
、
毎
年
二
割
近
い
驚
異
的
な
伸
ぴ
を
示
し

　
明
日
の
三
春
町
の
出
発
点
と
し
て
注
目
を
集
め
て

　
い
ま
す
。

毒
簸
蓼
る
村
へ

　
　
　
　
　
　
　
．
鵜
鱗
灘
灘
魏
欝

　
　
豊
根
村
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
こ
ろ
か
ら
過
疎

　
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
次
代
を
担
う
若
者
が
定
着

　
す
る
村
に
し
よ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

　
し
た
。
若
者
を
山
村
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

　
住
み
良
い
明
る
い
村
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
し
て
、
若
者
団
地
と
呼
ば
れ
る
一
戸
建
て
の
村
営

　
住
宅
を
建
設
、
ま
た
、
都
会
の
よ
う
に
若
者
が
気

　
軽
に
集
ま
れ
る
溜
り
場
が
な
い
こ
と
か
ら
村
営
喫

　
茶
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
他
に
も
、
都
市
の
人
た
ち
と
の
出
合
い
の

　
場
を
つ
く
ろ
う
と
農
家
を
復
元
し
た
民
俗
資
料
館

　
旧
小
学
校
を
利
用
し
た
名
古
屋
テ
レ
ビ
の
休
養
施

　
設
、
旧
中
学
校
を
利
用
し
た
高
校
の
山
荘
と
い
っ

　
た
具
合
に
旧
施
設
を
利
用
し
た
施
設
が
次
々
と
オ

　
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
山
村
夏
期
合

　
宿
な
ど
を
通
し
て
他
地
域
と
の
交
流
も
深
め
て
い

　
ま
す
。

葱
鎌
灘
蟹
憂
機
部
品
下
墾
場

　
小
国
町
で
は
、
過
疎
を
は
ね
か
え
す
た
め
に
は

企
業
誘
致
が
必
要
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
企
業
誘

致
を
進
め
、
昭
和
四
十
一
年
以
降
十
二
社
の
工
場

を
誘
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
長
期
不
況
で
進
出
企
業
は
次
々
と
撤
退
、

縮
小
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
企
業
誘
致

の
甘
さ
を
反
省
し
、
不
況
に
も
負
け
な
い
企
業
を

地
元
で
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
仁
な
り
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
音
響
部
品
工
場
を
村

民
の
力
で
つ
く
り
ま
し
た
。

　
小
国
町
で
は
、
こ
の
工
場
の
技
術
力
を
高
め
、

不
況
下
で
も
し
た
た
か
に
生
き
残
る
工
場
に
し
た

い
と
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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環5・

依
然
と
し
て
減
ら
な
い

　
　
　
脳
　
卒
　
中

　
昭
和
五
十
三
年
～
昭
和
五
十
七

年
の
五
年
間
に
中
里
村
で
死
亡
し

た
三
百
十
五
人
の
主
な
死
亡
原
因

と
し
て
は
第
一
位
が
悪
性
新
生
物

（
ガ
ン
）
で
七
十
六
人
（
二
四
・
二

％
）
次
い
で
脳
卒
中
が
六
十
一
人

（
一
九
・
四
％
）
老
衰
が
四
十
二
人

（
一
三
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
は
、
昭
和
四
十
四
年
四

月
一
日
に
脳
卒
中
特
別
対
策
の
指

定
を
受
け
、
以
来
十
五
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め

の
検
診
や
指
導
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
脳
卒
中
死

亡
は
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
発
生
件
数
を
見
ま
す
と

依
然
と
し
て
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　
毎
年
、
二
十
人
～
三
十
人
が
脳

卒
中
に
襲
わ
れ
て

い
ま
す
ロ
そ
れ
も

六
＋
四
歳
以
下
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診

若
い
人
の
発
生
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

が
一
、
二
％
を
占
め
　
者
次

て
い
ま
す
．
　
　
診
2

脳
卒
中
に
は
、
　
検
・

脳
出
血
（
脳
血
管
　
器
次

が
破
れ
る
）
・
脳
梗
環
－

　
　
　
　
　
　
　
　
循

塞
（
脳
血
管
が
つ

ま
る
）
。
く
も
膜
下

出
血
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
脳
出
血
が
減
少
し

脳
梗
塞
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
女
別
で
は
、
男
性
が
多
く

全
体
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

受
診
者
の

　
　
　
　
五
〇
％
に
異
常

　
昨
年
の
循
環
器
検
診
で
は
、
受

診
対
象
者
二
千
百
四
十
一
人
中
、

千
五
十
四
人
（
四
九
・
二
％
）
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。
　
一
次
検
診
受

診
者
千
五
十
四
人
中
、
五
七
・
二
％

の
六
百
三
人
が
二
次
検
診
を
受
け

繍鷲
2次検診者
，撒、1

》

そ
の
内
、
五
百
六
十
二
人
（
九
三
・
二

％
）
に
異
常
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
い
病
気
と
し
て
は
、
表
一
の

よ
う
に
、
高
脂
血
症
（
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）
が
多
く
次

い
で
肥
満
、
心
障
害
、
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
循
環
器
検
診
対
象
者
の
内
、
半

数
以
上
が
何
ら
か
の
理
由
で
検
診

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
中
里
村
で

は
、
村
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に

循
環
器
検
診
の
対
象
年
齢
を
四
十

歳
か
ら
三
十
五
歳
に
引
き
下
げ
て

181人

雑6人

152人

猛9人

120人

30人

23人

昭和58年度村民健康検診予定表

大丈夫、標準体重ですよ

循環器検診結果表＿1

高脂血症

肥　　満

心障害

高血圧

動脈硬化

尿　糖

尿蛋白

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
来

な
ら
二
次
検
診
で
行
う
血
液
検
査

を
一
次
検
診
で
行
う
な
ど
、
病
気

の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

過
労
・
不
眠
は
避
け
よ
う

　
脳
卒
中
の
発
作
は
、
仕
事
中
に

起
き
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
誘
因
と
し
て
は
、
休

養
や
睡
眠
不
足
に
よ
る
疲
労
の
蓄

積
、
寒
冷
に
さ
ら
さ
れ
て
の
発
作

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
三
十
五
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
自
分

の
健
康
に
十
分
注
意
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
丈
夫
な
人

ほ
ど
病
気
の
発
見
が
遅
く
れ
、
手

遅
く
れ
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
・

う
で
す
。
手
間
、
暇
を
惜
し
ま
ず

自
分
の
身
体
を
た
い
せ
つ
に
し
て

明
る
い
家
庭
生
活
を
い
つ
ま
で
も

続
け
ま
し
ょ
う
。

　　　ソ　　　フ門　　ノ　ノ駅　　1　　　不　門』　　　　　†　　ガ　　期
，家身　oに気まに五よ冷眠すケ中　　・　発検次て
よ庭体手なのす十歳うに不Olの　不　見診検い
生を間る発o分をでさ足誘ス発眠にで診ま
o活た　’ケ見身注過玄らに因が作　は　努行で究

魏製鶴駿　舷褥些避聖拷、
つつ惜がく丈すら　　て疲て多仕　け　いど血た
　まにし多れ夫る　’　の労はく事　よ　ま　’液　’
　でし　ま　い　’な必自　　発の　’な中　う　す病検本
　もてず．よ手人要分　　作蓄休つに　　　　。気査来

月日 時間 会場 対　象　集　落

8
月
2
日
㈹

午前9時～
10時30分

田
沢
小
学
校

如来寺、角間、葎沢、土倉、

倉下、小出

午後1時～
2時30分

芋沢、高道山、朴木沢、市之越、

朴木沢新田、鷹羽、白羽毛、程島

8
月
3
日
㈱

午前9時～
10時30分

山崎、東田沢、豊里、新屋敷、

本屋敷、堀之内

午後1時～
2時30分

上山、桔梗原、宮中、

・芋川新田

、購葬の繋慰饗態覇、，
　　幾梅。・、　　　’、tコ祷癒
灘顎魁・綴、一　　「瑠霧『嘉「、
　　　　糠，　ド』

8
月
4
日
㈹

午前9時～
10時30分

田中、田代、下山、重地灘太

一⑳六

o短

驚謬

　、　　，夢，

親雛．・・，，

ズ

午後1時～
2時30分

干溝、通り山、芋川、倉俣、

清田山

8
月
5
日
㈹

午前9時～
10時30分

田沢、小原、新里、原町

9
揚，　鐵難・’
・労　　・＞　冷．、

　－繋’
　．1不一一鋼

「厚　’一藤

．　譲識　　”

　　☆心域！．墨
難。　労無　　鷺，．

午後1時～
2時30分

桂、荒屋、西方、西田尻、

東田尻

　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　影　　　　　　　　　　箔　　　　　　　　感　　　　　　顯　　　　．麟
　　　の　作発
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（a）ほ場整備前と整備後

地　　区
ほ場整備前 ほ場整備後

筆数 面積
1筆あた
りの面積 筆数 面積

1筆あた
りの面積

小出（大原） 609 1，742 2．9 160 1，471 9．1

高道山 761 2，400 3．1 198 2，280 11．5

重地（第2） 942 2，203 2．3 119 1，916 16．1

ほ場整備された重地地内

　
近
代
化
し
た
農
機
具
を
有
効
利

用
す
る
た
め
に
は
、
基
盤
整
備
も

重
要
な
課
題
で
す
。
い
く
ら
性
能

が
良
い
機
械
で
も
水
田
へ
の
出
入

り
に
手
間
を
か
け
て
い
た
の
で
は

な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
里
村
で
は
、
昭
和
四
十
一
年

か
ら
県
営
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開

拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
取
り
組
み

約
二
百
ヘ
タ
タ
ー
ル
の
水
田
開
発

を
行
う
と
と
も
に
、
倉
俣
地
区
、

重
地
地
区
、
高
道
山
地
区
な
ど
合

せ
て
二
百
二
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
基

盤
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
中
里
村
水
田
総
面
積
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
沢
田
や
棚
田

を
除
い
て
ほ
ぽ
基
盤
整
備
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
大
正
十

三
年
か
ら
昭
和
十
三
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
耕
地
整
理
で
整
備
さ
れ

た
小
さ
な
水
田
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
水
田
は
、
平
均
面
積

が
五
ア
ー
ル
く
ら
い
と
狭
い
上
に

道
路
も
耕
運
機
が
す
れ
違
う
こ
と

が
で
き
ず
、
農
作
業
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
の
で
再
ほ
場
整
備

が
必
要
で
す
。

　
ほ
場
整
備
は
私
た
ち
の
努
め

　
機
械
も
入
ら
な
い
よ
う
な
水
田

に
農
業
後
継
者
が
育
つ
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
先
、

勤
務
等
の
都
合
で

農
業
を
や
め
る
人

や
、
食
べ
る
だ
け

耕
作
す
る
人
が
増

団体営の場合
　　　の負担割合

　国

405千円

え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

し
ま
す
と
必
然
的
に
農
作
業
の
受

委
託
や
土
地
の
流
動
化
が
起
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
は
、
機
械

の
入
ら
な
い
よ
う
な
水
田
で
は
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
た
め
に

土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が

今
の
私
た
ち
の
責
務
で
は
な
い
で

し
よ
・
つ
か
。

元
円
地
千

　
　
欝

　
　
3

10a
90万円
に仮定

村

　　県

135千円

45千円

ほ場整備事業の補助

区分
　　’
事業主体 受益面積

補　　助　　費

国 県 村 地元

県営 新潟県 200ha以上
至
1
0
0

27．5
｝
1
0 0

麺
100

団体営 村
　20ha以上
（1中里村10ha）

45
｝
1
0
0

15
－
1
0
0

5
－
100

35
－
100

県単 村 3ha以上
35
－
1
0
0

5
｝
1
1
0

60
一
三
〇
〇

　
作
業
時
間
大
幅
に
短
縮

　
基
盤
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り

次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

一
、
ち
ら
ば
っ
て
い
た
水
田
を
ま

　
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や

　
一
枚
の
水
田
面
積
が
広
く
な
り

　
作
業
効
率
が
上
が
り
ま
す
。

二
、
道
水
路
の
整
備
に
よ
り
、
水

　
の
心
配
が
な
く
な
り
、
農
機
具

　
の
運
転
が
安
全
に
な
り
ま
す
。

三
、
排
水
管
理
が
良
く
な
り
災
害

　
を
未
然
に
防
ぎ
、
ま
た
、
作
物
の

　
栽
培
管
理
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

土
地
改
良
通
年
施
行

　
　
　
　
補
助
金
を
利
用

　
ほ
場
整
備
の
工
事
で
水
稲
を
作

れ
な
く
て
も
、
今
な
ら
水
田
利
用

再
編
対
策
の
土
地
改
良
通
年
施
行

補
助
金
を
受
け
な
が
ら
ほ
場
整
備

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
平
地
で
は
十
ア
ー
ル
あ

た
り
九
十
万
円
く
ら
い
で
ほ
場
整

備
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
団
体
営

で
ほ
場
整
備
を
し
た
と
し
ま
す
と

個
人
負
担
は
、
三
十
一
万
五
千
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
を
三
年
据

置
き
二
十
年
償
還
（
五
・
五
％
）
の

資
金
を
借
り
ま
す
と
一
年
間
に
二

万
九
千
円
（
月
額
二
千
四
百
円
）
づ

つ
払
え
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
ほ
場
整
備
を
し
て
お
け
ば
子

孫
の
代
ま
で
助
か
り
ま
す
。

関
係
農
家
で
話
し
合
い
を
進
め
た

い
も
の
で
す
。

広域農道実施測量へ
　一6，000万円の予算づけなる一

　今年の2月県に申請していた広域農道が
1部認可され、6，000万円の予算がつきまし

た。今回、認可された地域は、国道353号線

高道山地内から津南町赤沢に至る11キロで

す。中里村分としては、高道山地内から芋

月1地内に至る1．057キロの調査設計をする

予定です。新しく架けられる橋のボーリン

グ調査は、6月の中旬から開始されていま
す。なお総事業費は42億5，000万円に決ま

りました。

　7月上旬には、一部測量が開始されます
のでご協力をお願いします。
　　　　　　　気
　　　　名　称　募　集
　新しく架けられる橋の名称を募集します。

中里村の発展の架け橋となるような名称を

どんどんお寄せください。

　　　　　　（農政課農業振興係まで）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
ン
を
中
、
也
と
し

た
高
冷
野
菜
栽
培
が
昭
和
五
十
六

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
作
付
さ
れ
る
の
は
、
約
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
　
昭
和
六

十
年
の
四
月
に
は
、
約
三
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
が
完
成
し
ま
す
。

　
昨
年
の
実
績
で
は
　
キ
ャ
ベ
ツ

四
ヘ
タ
タ
ー
ル
　
ダ
イ
コ
ン
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
二
千
五
百
万
円
の

販
売
額
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
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盛
り
あ
げ
よ
う

　
　
清
津
峡
ま
つ
り

　
　
　
七
月
十
六
日
、
十
七
日

★
十
六
日
　
午
後
七
時
～

0
カ
ラ
ス
踊
大
会
　
O
も
ち
つ
き

　
大
会
　
O
花
火
大
会
O
地
酒
大
会

★
十
七
日

O
釣
大
会
（
午
前
六
時
～
）

O
地
酒
大
会
O
深
山
市
O
盆
栽
市

　
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
）

O
つ
か
み
ど
り
大
会
（
午
前
九
時

　
～
十
時
）
も
ち
つ
き
大
会
（
午

　
前
十
一
時
と
午
後
三
時
）

O
歩
け
歩
け
大
会
（
午
前
十
時
出

　
発
　
万
年
橋
↓
清
田
山

聯1欝轍・蟹．講麺灘、講購繊騨峨繍繍蹴蹴騰繍一一㌶

新矯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
・
餐
，

，
画
軌

　
　
　
』
翌

小
原樋
。
茂
吉
さ
ん

　
　
　
　
佳
代
子

　
「
あ
の
娘
い
い
な
あ
ー
」
と
ピ

ー
ン
と
き
た
茂
吉
さ
ん
。
友
だ
ち

に
電
話
番
号
を
聞
い
て
電
話
で
佳

代
子
さ
ん
に
ア
タ
ッ
ク
。
そ
の
後

二
人
は
、
急
速
に
交
際
を
深
め
四

年
の
交
際
期
間
を
経
て
、
今
年
の

三
月
に
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

ま
し
た
。
　
「
交
際
中
、
田
ん
ぽ
に

入
っ
た
こ
と
の
な
い
佳
代
子
が
、

田
の
草
取
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
時
、
嫁
さ
ん
に

は
こ
の
人
を
、
と
思
い
ま
し
た
一

と
、
茂
吉
さ
ん
。
　
「
年
の
割
に
し

っ
か
り
し
て
い
て
頼
り
が
い
の
あ

る
と
こ
ろ
に
ひ
か
れ
ま
し
た
θ
と

佳
代
子
さ
ん
。
相
思
相
愛
の
二
人

も
二
日
前
か
ら
ケ
ン
カ
の
最
中
と

か
。
ど
ん
な
家
庭
を
「
友
だ
ち
が

気
軽
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う

な
家
庭
を
築
き
た
い
θ
結
婚
生
活

は
「
い
ろ
い
ろ
と
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
、
自
分
を

世
界
で
一
番
信
頼
し
て
く
れ
る
人

が
そ
ば
に
い
る
こ
と
は
心
強
い
で

す
ね
θ
最
後
に
「
中
里
村
に
は
冒

険
精
神
が
お
う
盛
な
人
が
少
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
一
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　　　奨

　　　磯
　　　薦

き

　　　嚢

　　醸

　　目
　　易

轡
1、欝

嚢…灘1

手ごたえ十分ニジマス釣大会

　6月19臼、中魚沼漁協主催によるニジ

マス釣大会が清津川で行われ、村内外か

ら集まった200人の釣りマニアが一斉に

釣糸を垂れました。開始から1時間くら

いが勝負といわれ40センチ以上の大物か

どんどん釣れ、釣マニアを喜ばせまし
た。

　
田
沢
本
村
の
泉
龍
寺
境
内
の
横

に
八
百
九
十
八
㎡
（
約
二
百
七
十

坪
）
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
完
成

し
、
六
月
二
十
三
日
、
村
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
お
祝
い

清津の清流を楽しむ

沖聯副敏；短葺ウ蕩

感

に
か
け
つ
け
試
球
式
と
親
善
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
泉
龍

寺
さ
ん
の
好
意
に
よ
っ
て
土
地
を

無
料
で
貸
し
て
い
た
だ
い
て
、
村

が
五
十
七
万
円
を
か
け
て
造
成
し

た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
も
カ

ラ
リ
と
上
が
り
各
地
区
か
ら
参
加

し
た
約
百
人
の
お
年
寄
り
が
、
山

傘
を
か
ぷ
り
な
が
ら
奮
闘
し
て
い

ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
ボ

ー
ル
を
ス
テ
ッ
ク
で
打
ち
三
箇
所

に
設
け
ら
れ
た
ゲ
ー
ト
を
通
し
、

最
後
に
ま
ん
中
の
棒
に
あ
て
る
競

技
で
す
。

　
端
で
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
で

す
が
、
や
っ
て
見
る
と
以
外
に
難

か
し
い
も
の
で
す
。
打
っ
た
ボ
ー

ル
を
拾
い
に
行
っ
た
り
、
相
手
方

の
ボ
ー
ル
を
遠
く
へ
飛
ば
し
た
り

す
る
た
め
体
力
面
だ
け
で
な
く
頭

も
使
い
お
年
よ
り
に
非
常
に
良
い

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
大
い
に
広
め

い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

…

踊りの披露に喜ぷ出稼者たち

出稼者の無事と健康を喜ぶ

　6月19日、総合センターで第1回出稼

者帰省大会が開かれ、43人が参集しまし

た。村長の労をねぎらうあいさつの後、

鷹羽の外山新吾さん￥重地の大ロ弥寿治

さんの体験発表などが行われ、最後に倉

俣と通り山集落の踊りの会のみなさんに

よる踊りが披露されました。

ヨシ、そのままころがってくれ一

清津橋291目ぶりに開通

　昨年の9月21日、台風18号の影響で4

部陥没した清津橋。全面的な交通止め、

仮橋による交互通行と地域住民の不便は

大変なものでした。294日間におよぶ

復1日工事により、ようやく6月29日開

通し、開通式が行われました。

開通式

広報噸かマとNo．32458．7．10〆9

打
ち
上
げ
花
火
は
届
出
を

　
最
近
、
一
部
の
集
落
で
夏
ま
つ

．
り
に
花
火
を
上
げ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
十
日
前
ま
、

で
に
十
日
町
土
木
事
務
所
へ
申
請
榊

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
十
日
町
土
木
事
務
所
行
政
係

（
台
〇
二
五
七
五
－
七
－
五
五
一
一

内
線
二
七
四
）

安
全
へ
の
新
た
な
心
掛
を

　
　
　
運
転
者
講
習
会
開
催

　
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
聯

す
。
と
か
く
私
た
ち
は
忙
し
さ
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徽

に
ま
み
れ
て
時
と
し
て
安
全
運
転
蜘

を
お
こ
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
私
た
ち
の
心
を
引
き
締

め
る
の
が
運
転
者
講
習
会
で
す
。

　
今
年
も
、
左
記
の
通
り
安
全
協

会
の
運
転
者
講
習
会
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
せ
の
上
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
驚

目　時 対象地区 会　　　　場

7月15日㈲ 倉　俣　地　区 生活改善センター

7月18日（月） 貝　野　地　区 多目的集会施設

7月2川（胴 清津峡地区 高道山小体育館

7月25川ID 田沢北・南地区 総合センター

●各会場共、’卜後7：30～9：30約2時間の予定です

　　　　　　　　　　　甘彰ザく盈9鐵’髄、，ひ譲ロ麗層諏蘇一

　
　
　
　
三
レ
一
回
目
と
い
う

　
　
　
歴
史
の
あ
る
県
青
年
大

騰　　
　
会
の
中
魚
沼
郡
予
選
会

　
　
　
が
去
る
六
月
十
九
日
津

　
　
　
南
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

優
当
－
は
晴
　
ま

　
　
　
れ
、
六
種
目
に
二
百
十

に
六
人
の
選
手
が
出
場
し

　
　
　
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま

目
し
難
　
曜

　
　
　
畔

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
敦
霜
、

　
　
　
　
揮
雫
・
　
　
　
蒸
7

　
　
　
　
　
　
熔

　
　
　
　
　
‘
　
　
　
β
　
く
　
　
　
　
㎏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
、
　
［

　
　
　
厚
　
　
　
　
　
o
　
　
る
酔
髪

種　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
卜
　
　
価
ぎ
几
～

　
　
◆
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犀

　
　
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

2
嘱
　
　
藪

　
　
◎

轡
、
’

　
ゑ
　
ノ
モ
ず

　
騰
’行事予定表

　　　　※変更することがあります。
　　　　・御用の際は担当課で確認を。

おもしろい行事などがありましたら

取材に行きます。連絡をください。

臓
、

歌
繍
、

慧
脚

辮
讐
、 　　　　　　篶　　　匙
きぴきぴした動作で迫力いっぱい

　
中
里
村
で
は
、
若
い
女
性
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
の
不
足
で
二
種
目
に

出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
若
い
み
な
さ
ん
、
ど
ん
な
ス
ボ

ー
ツ
で
も
い
い
で
す
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

成
　
　
績

★
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

一
位
、
中
里
村
　
二
位
、
津
南
町

三
位
、
川
西
町

　
★
剣
道
（
男
子
）

　
一
位
、
中
里
村
　
二
位
、
津
南
町

　
★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
男
子
）

　
一
位
、
川
西
町
　
二
位
、
津
南
町

　
三
位
、
中
里
村

　
（
女
子
）

　
一
位
、
川
西
町
　
二
位
、
津
南
町

　
★
野
　
球

　
一
位
、
津
南
町
　
二
位
、
川
西
町

　
三
位
、
中
里
村

　
★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
一
位
、
川
西
町
　
二
位
、
津
南
町

　
★
卓
球

　
一
位
、
川
西
町
　
二
位
、
津
南
町

慧
村
内
に
タ
バ
コ
を
　

　
　
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
L
栽
培

　
　
　
す
る
農
家
が
四
戸
あ
り

　
　
　
ま
す
。
そ
の
内
の
一
人
で

　
　
　
あ
る
豊
里
の
服
部
安
四

　
　
　
郎
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
服
部
さ
ん
一
家
は
、
タ
バ
コ
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
稲
一
・
八
ヘ
タ
タ

ー
ル
を
経
営
す
る
專
業
農
家
で
す
。

　
タ
バ
コ
栽
培
で
困
る
こ
と
は
、

「
風
で
す
ね
ー
。
五
月
の
上
旬
、

、
一
～
三
日
晴
友
が
続
く
と
必
ず
強

い
風
が
吹
く
ん
で
す
よ
。
粉
に
な

っ
た
赤
上
が
飛
ば
さ
れ
、
タ
バ
コ

の
苗
に
傷
が
つ
い
た
り
、
葉
か
ち

ぎ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
一
番
困
り
ま
す
。
」
タ
バ
コ
に
も

減
反
か
あ
る
の
で
は
「
タ
バ
コ
も

豊
　
里服
部
安
四
郎
さ
ん

　
減
反
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で

　
す
が
後
継
者
ρ
い
る
農
家
に
は
適

　
用
さ
れ
ま
せ
ん
，
タ
バ
コ
の
等
級

　
は
「
全
部
で
六
等
級
に
分
か
れ
て

　
い
て
、
」
と
下
で
は
、
八
倍
も
値

　
段
が
違
う
ん
で
す
よ
。
い
か
に
品

　
質
の
良
い
葉
タ
バ
コ
を
出
荷
す
る

　
か
が
、
栽
培
技
術
な
ん
で
す
ビ
農

　
家
の
嫁
さ
ん
不
足
は
「
農
家
だ
け

　
で
な
く
、
こ
の
地
域
全
般
に
い
え

　
る
、
』
と
だ
と
思
い
ま
す
、
若
者
は

　
自
由
な
時
間
が
ほ
し
い
ん
て
す
よ
。

　
．
』
の
辺
で
は
、
人
に
．
卜
渉
し
す
ぎ

　
る
風
習
か
強
い
の
で
は
な
い
で
し

　
よ
う
か
．
、
こ
の
辺
を
考
え
て
い
か

　
な
い
と
一
農
業
に
活
路
を
見
い
出

　
す
た
め
に
は
「
h
地
の
流
動
化
を

　
進
め
、
農
業
後
継
者
が
硯
模
拡
大

　
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
ビ
と

　
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

11（月）
健康相談日

（保健センター9：30～16100）

15（翁

母親学級、妊婦検診／上村病院12：30～

高齢者講座（村政あれこれ、総合センタ

ー10：00～
婦人リーダー養成講座（手話⑤　総合セ
ンター19：30～）

心配こと相談日（老人福祉センター
13：00～】6：00）

16（D
成人式（8：30受付、10：0（1一開式）

★清津峡まつり

17（日） ★清津峡まつり
休日救急医（中条病院02575－7－3018）

2（X凋 農地関係許可申請メ切

21（網

婦人リーダー養成講座（手話⑥　総合セ
ンター一19：30一）

広聴会（3ぺ一ジ参照）

22㈹
心配こと相談日
（老人編祉センター13：00～16：00）

2如） 休日救急医（山［1医院02575 2－2174）

25（月）

健康相談日
（保健センター9：30～16：00）

広聴会（3ぺ一ジ参照）

26（佃 広聴会（3ぺ一ジ参照）

27（水）

老人クラプゲートボール大会（鷹ノ巣グ

ラウンド9：00～）
レンドゲン検診（詳細IOぺ一ジ）

28（木） レントゲン検診（詳細10ページ）

29（金）

婦人リーダー養成講座（手話⑦19：30～）

レントゲン検診（詳細10ぺ一ジ〉

心配ごと、行政相談日（老人福祉センタ
ー13＝OO～16：00〉

31（日） 休日救急医（第2藤巻医院02576－8 2018）

1（月） 移動交通事故相談所
（十日町市役所10：00～15：00）

2（火） 村民健康検診（詳細6ぺ一ジ参耶）

3（弱 村民健康検診（詳細6ぺ一ジ参照）

4（N 村民健康検診（詳細6ぺ一ジ参照）

5爾

村民健康検診（詳細6べ一ジ参照）

心配ごと相談日
（老人福祉センター13100～16：00）

7（日） ★村民体育祭（9：00～

10（ノ拘 農業者年金、農地相談日（役場農政課〉
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茂
正
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昭
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橋
　
シ
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井
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郎
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宮原上荒芋．L高
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中町山屋川山山

如
来
与

田
　
代

O
チ
宮
ガ
ン
検
診
％
～
％
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

持
家
住
宅
緊
急
対
策
事
業
資
金

　
　
　
　
を
貸
付
け
ま
す

　
県
の
持
家
住
宅
緊
急
対
策
事
業

資
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、

早
急
に
役
場
総
務
課
ま
で
。


